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技術と社会部門 功績賞を拝受して 

―主に機械遺産活動― 

 

福澤清和（元・日本機械学会） 

 

 2019年9月9日に秋田大学で開催の年次大会，技術と社会部門同好会に

おいて功績賞を授与させて頂きました．大変光栄で有難く存じております． 

歴代のこの功績賞受賞者の皆さまを見ますと，何故おまえが受賞だと言わ

れても仕方ないのではないかと，自分でも本部門に貢献できていたのだろうか

と思っています． 

私自身は，日本機械学会事務局に奉職したのが，1972年に22歳の学卒で

入社以来，事務方一筋で45年程過ごして来ており，研究者・技術者の皆さんとは全く毛色が変わっ

た者です． 

2007年の機械遺産の認定開始頃から、技術と社会部門やその関係者の皆さまと少しずつ関わる

ようになりました．機械遺産は，認定当初からNHKや朝日新聞など多くのマスメディアから注目され，

放送、新聞・雑誌に多数掲載されるなど、ネットでも評判は非常に高いと感じて来ました． 

思い出すのは，初めて認定があった2007年夏に，知己の北大某先生から「『日本機械学会』、『機

械遺産』が，北海道版の新聞の第1面に掲載されているぞ」という驚きの連絡を受けました。日本機

械学会が110年の学会活動の歴史の中で，記憶にある限りで一般社会にこれほど受け入れられた活

動はこれまで無かったと思いました．これは大変なことだと思い，同認定活動が社会から関心が寄せ

られていることに，事務局として一層の支援をしなくてはならないと強く思い，縁の下の活動・支援を

してきたつもりです． 

その後，年度により多少の変動はありますが，他の学会等で始まった遺産認定活動と比べても，

機械遺産は格段に多くマスメディアから注目され続けてきました（図１，図２）．また，認定された所で

は，これを機に地域や産業活性化・保存活動を活発に行ったところも見られ，社会に貢献出来たよう

に思います． 

（日本機械学会誌2010年12月号73頁「機械遺産の余波についてー地域活性化に貢献―」拙文：

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsmemag/113/1105/113_KJ00006772769/_article/-char/ja/ ）．ただ，

つい最近「豊島園閉園」のニュースが飛び込んで来て，認定された回転木馬「カルーセルエルドラド」の

行方が気になっています． 

最後に，機械遺産認定活動の成功は，ひとえに，技術と社会部門並びに諸先輩，歴代の部

門並びに機械遺産委員会の委員長，委員各位や多くの関係者の皆様のそれ迄永年の多大な御尽

力があってなされた成果だったと思います．私的には小生，昨年古希を迎えましたが，日本機械学



会や機械遺産の活動には今後とも注目し，まだお役に立てることがあれば，陰でお力添えしていき

たいと存じます．なお，参加してきた日比谷図書文化館の「モーニングセミナー・皆読会」で一般社

会人向けに，2017年12月に「近代化と文化財としての機械遺産（認定）」と題した話題提供をした資

料を，京都大学・吉田英生先生のご厚意で，膨大な「ワット＆エジソン」HPの一隅に登載公開して頂

いておりますので是非ご笑覧願えればと存じます． 

http://wattandedison.com/museum.html （ワット＆エジソンHPの歴史・博物館） 

http://wattandedison.com/Fukuzawa_2017.12.21.pdf  （機械遺産プレゼン資料）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：機械遺産のマスメディアでの報道数（2020年2月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：各機関における遺産認定一覧 
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